
１
．
南
会
津
町
の
森
林

　

南
会
津
町
は
尾
瀬
国
立
公
園
の
田
代
山
を

水
源
と
す
る
伊
南
川
、
七
ヶ
岳
・
荒
海
山

を
水
源
と
す
る
阿
賀
川
の
最
上
流
域
に
位
置

し
、
四
方
を
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
の
豊
か
な
広

葉
樹
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
森

林
資
源
の
蓄
積
は
１
，０
０
０
万
㎥
を
超
え
、

豊
富
な
資
源
量
を
有
す
る
も
の
の
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
も
み
ら
れ
、
森
林

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
、
間
伐
等

に
よ
る
森
林
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
る
町
が

主
体
と
な
っ
た
取
組

　

町
で
は
豊
か
な
森
林
資
源
を
未
来
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
森
林
整
備
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
森
林
整
備
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
路
網
整
備
、
機
械
化
、
人

材
育
成
と
い
っ
た
川
上
の
取
組
だ
け
で
は
な

く
、
木
材
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
川
下
の

取
組
も
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、森
林
組
合
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
い
っ

た
関
係
者
の
協
力
・
連
携
の
下
に
進
め
ら
れ

て
い
る
町
が
主
体
的
に
関
わ
る
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

①
サ
テ
ラ
イ
ト
木
材
市

　

東
日
本
大
震
災
で
の
仮
設
住
宅
に
使
用
す

る
材
料
供
給
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
原
材
料

で
あ
る
丸
太
の
販
売
・
調
達
機
会
を
町
内
で

設
け
る
た
め
、
福
島
県
中
央
木
材
市
場
の
協

力
の
も
と
、
６
年
前
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の

木
材
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
木
材

市
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で
の

運
送
経
費
の
圧
縮
や
、
木
材
の
地
産
地
消
が

進
む
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。

川
上
・
川
下
を
元
気
に

～
福
島
県
南
会
津
町
～

２
．

南会津町の森林

サテライト木材市

南会津地域の森林・林業における循環と波紋効果

南会津地域の循環
民有林の一元管理

高性能林業機械の投入・人材育成カラマツ・広葉樹

資源の把握と効率的な管理

社会・環境・地域性への配慮特色ある製品と販路・ブランド確立

連携組織による出口戦略 中長期の素材供給計画・供給基地地産地消・地域循環による
適正価格

地域住民の林業への意識向上

選択的購買による森林・地域をサポート

木材販売の利益が
苗木や再造林の経費

需要と供給体制の向上
公共建築物・地元建築物への供給

森林
集約化

森林認証林

管理計画

生産能力
向上

ICT
資源管理

CoC
サプライチェーン

ブランド
消費出口拡充

山林への
還元

民国連携
安定供給

地域材の
流通促進

林業活性の
機運

木材の
適正価格

森林認証材の循環

南会津町
福島県

面積　　　　　　88,647ha
　林野面積　　　80,666ha
　うち私有林　　38,945ha
　私有林率 　 49%
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②
間
伐
材
買
取
制
度

　

間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
図
る
た

め
、
森
林
組
合
と
協
働
で
間
伐
材
買
取
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
「
木
の
駅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
モ
デ
ル
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
間
伐
に
よ

り
発
生
し
た
材
を
定
額
で
買
取
り
、
集
積
し

た
材
は
建
築
材
の
ほ
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。
木
質
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
公
共
施
設
等
で
導
入
を
進
め
て
お
り
、

現
在
２
箇
所
の
温
泉
施
設
に
設
置
し
、
年
間
約

１
，５
０
０
㎥
の
間
伐
材
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

③
路
網
整
備
の
推
進

　

間
伐
材
を
効
率
よ
く
搬
出
す
る
た
め
に
は

林
内
の
路
網
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
私
有
林
の

集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
補
助
事

業
も
活
用
し
て
路
網
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
年
間
３
，０
０
０
ｍ
前
後
の
森
林
作
業

道
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

④
林
業
の
機
械
化

　

当
町
の
森
林
組
合
は
機
械
化
が
遅
れ
て
い

た
た
め
、
林
業
機
械
の
導
入
を
進
め
、
素
材

生
産
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
町
で

は
そ
の
機
械
化
を
後
押
し
す
る
た
め
、
町
単

独
事
業
に
よ
り
林
業
機
械
購
入
経
費
に
対
す

る
嵩
上
げ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
人
材
育
成
の
支
援

　

林
業
に
と
っ
て
川
上
・
川
下
は
車
の
両
輪

で
あ
り
、
双
方
あ
っ
て
走
り
出
す
と
の
認
識

の
も
と
、
平
成
28
年
度
よ
り
町
単
独
事
業
と

し
て
川
上
・
川
下
双
方
の
人
材
育
成
支
援
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

川
上
で
は
、
将
来
の
林
業
を
担
う
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
育

成
事
業
」
に
よ
り
、
森
林
組
合
に
対
し
て
新

規
就
労
者
一
人
あ
た
り
10
万
円
／
月
の
補
助

を
行
い
、
昨
年
度
は
南
会
津
町
森
林
組
合
で

10
名
の
新
規
雇
用
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

出
口
を
担
う
製
材
所
等
の
人
材
育
成
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
製
材
所
等
が
新
規
雇
用
を

し
た
際
に
「
林
産
業
人
材
育
成
事
業
」
に
よ

る
補
助
を
行
い
、
昨
年
度
は
３
名
の
新
規
雇

用
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
取
組
で
す
が
、
林
業
・
木
材
産

業
に
携
わ
る
若
者
が
増
え
る
こ
と
で
町
内
の

林
業
・
木
材
産
業
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑥
森
林
認
証
へ
の
取
組

   

町
有
林
の
一
部
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を

取
得
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
へ
の
木
材

供
給
を
見
据
え
つ
つ
、
森
林
資
源
の
持
続
可

能
な
利
用
・
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
．
お
わ
り
に

　

当
町
の
林
業
を
振
興
し
て
い
く
た
め
に
は

川
上
と
川
下
が
お
互
い
に
盛
り
上
が
り
を
み

せ
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

南
会
津
町
は
林
業
関
係
者
と
一
緒
に
課
題
・

ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、
様
々
な
角
度
か
ら
林

業
振
興
の
た
め
の
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

買取られ集積された間伐材温泉施設に熱供給を行っている木質ボイラー

整備された路網

林業技術に関する研修の様子
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